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（３）進捗管理 

基本構想に掲げるめざすまちの姿の実現に向けて、ＰＤＣＡサイクルに基づく⾏政評価を核とした

⾏政マネジメントシステム*により、着実に施策を推進します。 

また、同システムの機能強化に向け、以下の２点について取組を推進します。 

 

①時代の変化に適応したＰＤＣＡサイクルへの⾒直し 

⼈⼝減少や少⼦⾼齢化の進⾏により、これまで以上に経営資源が限られていくことから、エビデ

ンス（証拠）に基づく政策⽴案（ＥＢＰＭ*）の推進や機能的で連携の取れた組織体制の整備など

により、時代の変化に適応した、より効率的・効果的なＰＤＣＡサイクルへと⾒直し、成果などの

適切な評価と経営資源の適正な配分により着実に施策を進めるとともに、その進捗を適切に管理し

ていきます。 

 

②分野別計画との一体的な推進 

 総合計画と分野別計画の一体的な推進を図ります。そのため、今後、分野別計画の策定（改訂）

にあたっては、体系や策定（改訂）時期、計画期間などについて検討を⾏うとともに、市域全体の

みならず、地域ごとの状況を踏まえた計画づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 行政マネジメントシステム 

 「計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、改善（Action）」を継続的

に行うことにより、評価を改善に結びつけ、計画的で効率的、効果的

な行政経営を行うことをいう。 

*EBPM 
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